
国土地理院 平成 20年発行 1125000地 形図「仙合東北部」と平成 21年発行 1125000地 形図「塩竃Jを合成・力HIし作図。

第 3図 測量調査実施地点 周辺の地形図

大日本帝 I・I陸地測量部 昭和 3年発行 1:
同 上     昭和 6年発行 1:

第4図 測量調査実施地点 周辺の旧地形図

25000地形図「仙墓東南部」
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25000地形図「仙墓東北部」と「塩竃Jを合成・加工し作図。
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4 調 査 の方 法 と経 過

(1)調査の方法

今回の調査は、現存する旧蒲生北聞門前面の石積護岸を対象とし、写真測量による平面、立面図化作業を主

眼としている。調査の最終段階では、監理者立ち会いのもと作業を進めた。測量終了後は、土層の断面観察の

ためトレンチを設定し、重機を用いて石積護岸の断ち割り調査を実施した。

基準点は、「七北田川築堤護岸工事」で使用される基準杭を共用し、座標値、水準は公共座標に求めている。

写真測量は、まず石積に任意で、概ね 2メ ートル間隔の方眼になるように測量ターゲットを設置する。このター

ゲットをトータルステーションにて測量し、石積全体の二次元データを得る。測量用写真は、画面内にターゲッ

トが最低 4点以上入るように構図を設定している。撮影に際しては、平面図用に真上からと、立面図用に真横

からの二方向から行った。

図化作業の段階においては、デジタル写真データを加工し下図を作成した。この際ターゲットの二次元デー

タを基準とし、写真データについては画像補正ソフトを用いて、写し込んだターゲットの画像を、測量データ

の測点に合わせ補正を行った。この下図をもとに、各石の外形線、および稜線をデジタル トレースし素図とした。

立面図については、石積が屈曲しているため、屈曲部分を境に投影面を任意で二面ないし三面設定したうえで

作図を行った。石積断ち割り後の土層断面についても、立面図同様に写真データをもとに図面を作成している。

写真撮影は、一眼レフデジタルカメラを用いて行った。測量用写真の他に、調査過程の記録写真、石積護岸

土層断面写真などを撮影した。石積護岸の全体写真については、高所作業車を用いて空中からの俯敵撮影を実

施した。

(2)調査の経過

平成 20年 6月 11日 より現地調査を開始する。初日は、測量用のターゲットを設置し、 トータルステーショ

ンによる測量を行った。翌 12日 、東側の石積護岸、13日 、西側の石積護岸の測量用写真の撮影を行う。 16日 、

補足測量を開始する。 18日 、高所作業車による写真撮影を実施する。 19日 、石積護岸の断ち割り調査を行い、

現地での調査を終了する。

整理調査については、平成 21年 12月 より、テイケイ トレー ド仙台整理室にて開始した。測量業務中心の調

査であるため、基本的な素図の補正作業と、報告書編集を中心に作業を実施した。

調査参加者  石井真六 高垣至 高橋尚敏 田中晴彦 山田理

5 調 査 成果

今回の測量地点は、蒲生北聞門の前面、七北田川河国の北岸にあたる。貞山堀においては、北部水路 (北貞山

運河 )の南端の河国の西岸と東岸となる。測量調査の対象面積は、西岸部分で約 189だ 、東岸部分で約 214∬

となり、東岸部分では突堤の一部も対象とすることができたが、西側部分については既に工事用取付道路が敷

設され、一部は水没していたため測量調査することができなかった。

(1)西側石積護岸

計測長約 30m、 平面上での最大残存幅は 4,7mを測る。護岸に相当する石積は、谷積状ないし、綾織積状に

積まれ形成されている。石積を構成する石材は、面の長さ約 40 cm、 幅 20～ 30 cmの長方形のものから、約 30

cm角の正方形に近いものなど、様々な形 。寸法のものが用いられている。石材の控えの長さは、12～ 25cmで
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ある。残存する石積の上端部分は、石材の面の形状が様々であるが天端の面を揃えてあり、天端石が遺存して

いると判断される。天端の標高は、2.25～ 2.28mを測る。下端部分については検出に至らず、明らかな根石

の存在を確認することはできなかった。石積の勾配はほぼ一定で、 1号 トレンチ付近では 26° である。石積の

内側においては、明瞭な裏込めは確認されなかった。また目地への、コンクリートの使用も認められなかった。

西岸の土層については、運河に面した箇所にトレンチを設定し、石積の断ち割りを実施した。掘削深度は、

石積の面から約 50～ 90 cmま でで、10層確認された。石積直下の第 1層からはビニール片の混入が認められる。

また第 1・ 3層中からは、裏込めに用いたと思われる径 10～ 20硼の角礫が混入している。しかしこれらの角礫は、

均質に混入していないため、現状では裏込めとしての機能を有しているとは考え難い。

(2)東側石積護岸

計測長約 35m、 平面上での最大残存幅は、七北田川に面した南側部分で 7.Om、 運河に面した北側部分で 4.3m

を測る。護岸部分の石積は、西岸同様に様々な形・寸法の石を、谷積状ないし、綾織積状に積まれ形成されている。

石材の控えの長さは、 12～ 28 cnで ある。残存する石積の上端部分は、南側部分で標高 3.28m、 北側部分では

北半が崩落しているものの南半は標高 2.42mを測る。七北田川側から運河側にかけて屈曲する箇所の石積の上

端は、傾斜しているものの、天端の面は西岸同様に揃えられており、天端石に相当する石が遺存していると判

断される。下端部分については、南側で根石を固定するためと推測される、木杭列が検出されている。北側で

は西岸同様、下端の検出には至っていない。石積の勾配はほぼ一定で、2号 トレンチ付近では 27° である。石

積の内側においては、明瞭な裏込めは確認されなかった。また目地への、コンクリートの使用も認められなかっ

た。

東岸の土層については、最も検出幅の広い南側の七北田川に面した箇所にトレンチを設定し、石積の断ち割

りを実施した。掘削深度は、石積の面から約 90～ 100 cmま でで、5層確認された。石組直下の第 1層からは、

プラスチック片やビニール片の混入が認められる。第 2層中からは、裏込めに用いたと思われる径 10～ 20 cm

の角礫が混入している。しかしこれらの角礫についても西岸同様の状況であり、現状では裏込めとしての機能

を有しているとは考え難い。グライ化した第 5層 中には、根石を固定するための木杭が打ち込まれているが、

設定したトレンチの外側となるため詳細な断面観察は行えなかった。

6 まとめ

今回の調査対象となった石積みの護岸は、藩政期の水運を担った舟入堀が、近代的な運河へと転用されてゆ

く中で、生み出された近代化遺産と云える。残念ながら断ち割り調査の結果、プラスチック片やビニールの混

入が認められ、構築後に改変のあったことが推測される。改変の正確な時期については不明であるが、仙台港

建設に伴う貞山堀の一部埋め立て、蒲生排水機場の建設などいくつかの画期が想定される。

しかし石積の構築にあたっては、谷石積状ないし、綾織積と考えられる技法を用いて形成されていることが

明らかとなり、石積の上端部には、天端石に相当する石の存在が確認されている。さらに下端部には土留め、

あるいは根石を固定するための木杭列が検出されている。以上のことから、この石積護岸は、改変を受けてい

たとしても、伝統的な工法に則って再構築されていると考えられ、蒲生北聞門が機能していた往時の景観を大

きく損なうものではなかったと推測される。
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第 8図 西側石積護岸平面図 。立面図



※ 回 の部分は、立面図には、反映されていない。
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層 d 色調 土質 混入物・偏考

1 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 粘性弱、締まり有 り、砂粒少量、径 10～ 20c mの 角
2 7 5YR6/2 灰褐色 砂質シル ト 粘性弱、締まり良好、砂粒多量、灰色シル ト質プロック少量

lCJYR5/2 灰貢褐色 砂質シル ト 粘佐弱、締まり有 り、砂粒多量、炭化物少量

10YR5/3 にぶい貢褐色 筆シル ト 栢 1■侑 り、締 よ り有 り、 υ 柾 グ 量 、
「
辞 に灰 1ヒ7//J多量

5 10YR5/1 褐灰色 砂質シル ト 粘性弱、締まり有 り、砂粒

10YR5/2 灰貢褐色 砂質シル ト 粘性弱、締まり有 り、砂粒晏量

7 5YR6/2  褐灰色 砂質シル ト 粘性弱、締ま り言 り、υ極憂量

10YR4/1 シルト 締ま り有 り、砂粒少量、炭化物微量

10YR3/3  暗褐色 シル

5BG5れ  青及色 ンルト 1層がグライ化した層。粘性強、締まり有り、砂粒多量

層位 色調 土質 混入物・備考

1 10YR4/1 褐及色 砂質シル ト ,粒

2 10YR4/2  及貢褐色 砂暫 シル ト 粘性弱、締 ま り石 り、砂粒多量、径 10～ 20c mの 角傑多量、反 1ヒ物 /J/N量

3 2 5YR6/2 及貢色 砂質シル ト

4 10YR4/2  次黄褐色 砂質 シル ト

5 5BG5/1   青灰色 粘土質シル ト グライ化している。粘性強、締まり有り、砂粒多量
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第 10図 石積護岸土層断面図 (西側 -1号 トレンチ 。東側 -2号 トレンチ )
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1 西側石積護岸全景 (南から)

2 1号 トレンチ南面上層断面 (北から)

※矢印は工事用取付道路

3 1号 トレンチ南面土層断面近景 (北から)

5 1号 トレンチ全景 (東から)

写 真 図版 -1
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1号 トレンチ西面土層断面近景 (東から)
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1 東側石積護岸全景 (南から)

2 2号 トレンチ西面上層断面近景 (南東から)

※矢印は工事用取付道路

3 2号 トレンチ西面土層断面近景 (東から )

5 2号 トレンチ全景 (南から)

写 真 図版 -2
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】耳liて

4 2号 トレンチ北面土層断面 (南から)



※矢印は工事用取付道路1 貞山堀測量実施範囲遠景 (南西から )

3 東側石積護岸木杭列検出状況 (南から )

5 調査風景 (西から)

写真図版-3

-21-

2 突堤全景 (北東から)

4 東側石積護岸木杭列検出状況 (北から)
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